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生活困窮者自立支援法とは 

 生活困窮状態にある人（陥る可能性のある人）に対して、相談支援（自立相談支援事業）を実施

し、生活困窮状態から早期に脱する事を目的にしている制度。任意事業として、柏市では就労支援

（就労準備支援事業）、家計相談（家計相談支援事業）を実施。 

法の施行後は全国の901の自治体で生活困窮者の相談窓口が設置される。 

Ｈ27年度から施行される生活困窮者自立支援制度を前に、就労支援員を養成するための研修が前期

（11/4～11/6）、後期（12/8～12/10）に分けて行われました。参加者は全国の193の自治

体から集まり、講義やグループワーク、交流会を通して各自治体の現状についての意見交換があり

ました。 

 

 

 

 

  

 今回の研修では、生活困窮状態にある方の多くは、多様で複合的な課題を抱え、自尊感情や自己

有用感を喪失しており、就労支援は常に本人を起点とし、就労の意義への理解の支援から生活面で

の支援までも含めた包括的な支援の一環として展開する事、また本人の状態に合わせ、必要に応じ

てステップアップも意識しながら支援していく事が大切であると話がありました。 

 

 研修の中で、＜きちんと＞、＜みんなで＞、＜ずっと＞、＜つなが

る・つくる＞という言葉を用いて、丁寧な相談支援や、チームによる

協同の支援が重要な事、切れ目のない支援である事と、社会資源の活

用と開発とについてという事に基づき、グループワーク含め様々な形

で活発な意見交換が行われました。 

 

 今後地域の社会資源の活用と開発が必要という事で、今回参加した

ほとんどの自治体でどのようにして中間的就労や職場体験の場を開拓

していくか？企業へのアプローチや関係づくりをどうするか？が大きな課題であると感じました。 

こちらのコーナーへ掲載希望の方はあいネットまで 

（TEL：04-7165-8707 FAX：04-7165-8709） 

                        ～街で暮らし続けるために～ 

お申込み方法：申込書に必要事項を記入の上FAXにて送信。申込書を思いでない方は、 

  TEL043-223-2308 千葉県健康福祉部 障害福祉課 施設指導班 担当新島まで 

日時：平成27年2月11日（水・祝） 

  10：30～16：00（受付10：00～） 

会場：千葉県教育会館 

住所：千葉市中央区中央4-13-10 

参加料：無料定員：450名 

第6回千葉県障害者グループホーム大会 
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～ひとこと～ 

 今年も無事故無違反で

頑張ります。たぶん次回の

更新で、ゴールド免許にな

るはず？運転歴は20年に

なるんですけどね… 
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 12月19日に柏商工会議所で地域意見交換会が開催されました。この交換会

は障害者就業・生活支援センタービックハートが主催する会議で、今回は「生

活支援への取組と課題に感じている事」というテーマで行われました。 

 今回のシンポジストは「医療法人社団宙麦会 ひだクリニック」の石井氏、

「社会福祉法人青葉会 就労移行支援事業所being room」の関口氏、「ＳＢフ

レークスワークス」の伍嶋氏がご講演され、あいネットからは白田が話をさせ

て頂きました。 

 

 今回のシンポジウムで話題に挙がったのは「生活支援と就労支援を区別する事が出

来るのかどうか」という点。当事者の生活は食事、住居、睡眠、身だしなみ、恋愛等・・・

様々な要素から構成されています。その中で、就労支援をする事業所が「ここからは生

活面だから支援は出来ません」となかなか割り切れないとの事。結局、やれる・やれない

は事業所の規模や体制によるところが大きいとの事でした。 

 もう一つ話題に挙がったのが転職について。障害者枠で就労はしているが、もっと良い

給与や条件を求めている当事者は少なくないとの事。「ゆくゆくは家庭を持ちたい、結婚を

したい」という希望はあるが、それに見合う給料がもらえていない方が多く、転職をしてより

よい環境を求めているとの事でした。 

 家族問題についても話題に挙がりました。家族との

関係がうまくいかず、家族と別々に暮らすという選択を

した方。逆に、家族間でうまくいかなくても、家族と同居し

ながらやっていける方法を探していく方の例が出まし

た。家族に対して支援者が介入していく事が難しい場

合もあり、家族調整の難しさが共通の課題である事が

分かりました。 

 

あいネットの生活支援を考えた時、まずは相談者の

方と課題の整理を行います。例えば「仕事をすぐにしたい」という思いがあっても

（その思い自体は応援したいのですが）、精神疾患を抱えている方や借金などの金

銭的な課題を抱えている方もいます。その場合は、一緒に医師と相談をした上で働

き方を考えたり、借金については弁護士に一緒に相談に行く事もあります。あい

ネットは相談者が抱える生活課題の解決方法を一緒に考え、「安心して働ける環

境」を整えていく事が出来ればと思っています。 
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この懇談会は、「柏市と柏市医師会が中心となって、医療に関係する団体等及び市民が地域医療及

び医療行政について懇談し、医療の現状と課題、改善方法について検討することにより、柏市におけ

る医療の推進を図ることを目的とする。」ものです。 

今回は自殺予防対策をテーマとし６０名ほどの出席者が出席しました。 

 

現状報告として 

（１）柏市自殺対策の取組みと現状について   ：柏市保健所保健予防課 

（２）救急現場における柏市の精神疾患患者への対応の現状  ：柏市消防局 

（３）市民意識調査から見えてきたもの   ：江戸川大学 中村 真教授 

   があり、その後意見交換は事前アンケートを中心に行われました。 

 

 

・死にたいという気持ちを表す相談は相談を受けている機関であれば多かれ少なかれ受けており、

医療機関を除くと、自分たちは専門家ではないので、関わり方やどこまで関わるか、どこへつないだ

らいいかがわからないとの声がありました。それに対して、相手側は必ずしも専門性を求めているわ

けではないのではないかということと、ただし抱え込まずに関係各課や医療機関にも相談することも

必要という意見。 

 

・救急の場面で、精神を伴うと思われる方で中等度以下の身体救急（アルコールや過量服薬な     

ど）を伴う場合の搬送先の判断に苦慮するという話では、まず一般医療で対応することが必要 

だとの意見。 

 

・よく言われるうつ症状が重い時よりも、よくなってきているときに自殺が多いことを考える      

と、気をつけるポイントはそのあたりにあることに関係するものが留意すること、など。 

あいネットでも関わりがあった方で自死されたケースがあります。生活面での支援は終了した 

ので終結とみなしたケースでした。経済的な状況が改善されたことは心の安定にもつながりま 

すが、人はパンのみにて生きるにあらず、孤立・孤独はその人にとって大きな飢餓状態であ 

り、支援は孤立の状態の解消にも届くものが必要だとつくづく思います。 

 

また、自殺未遂で入院された方について医療側から退院に向けての依頼があり、住まいの確保 

も含め今も関わっている方がいます。一人暮らしのため孤独感がつのることが多々ありますが、 

                                   ３面に続きます。 
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（2015.1/No.129） 

何かと本人発の連絡があり、自分で必要を感じた時には入院することで対処しており、それもご本人

の力といえますが、環境や状況を変えることで孤立感の軽減を考え支援継続中です。孤立・孤独の状

態が、今抱えているもの（病気、家族問題、仕事、経済的問題など）への思

考・対応力を奪うことは明らかです。抱えている困難を軽減・解消する支援

と、「孤立しない・させない」ための人間関係作りは一機関で完結するもの

ではありません。 

 地域での試みは、介護者が集えるコミュニティカフェや子育て中の方を対象

にしたサロンなど始まっているものもあります。一方で、ホームレスや障害な

どで地域から遠い存在とされている方もいます。さらに、支援する・される、

が一方向の固定的な関係では長続きしないことも配慮する必要があります。 

あいネットの役割は差し迫っている生活の危機に対処し、まず生活の安定をと

いう所は変わりませんが、その先、ご本人が生きていてよかった、自分が必要な存在だと実感できるため

の支援についても、すぐに手を離さない、一緒に考えていくとあらためて考えさせられた懇談会でした。 
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「フードドライブ」とは？ 

ご家庭で余っている食品をご寄贈いただき、福祉施設や団体、困窮する世帯、

個人等に無償で提供するボランティア活動です。 

※集めた食品は民間や公的支援窓口を通じて提供します。 

＜ご寄付いただきたい食品＞ 

お米、パスタ、乾物（のり・豆など）、保存食品（缶詰、瓶詰等）、フリーズ

ドライ食品、インスタント食品、レトルト食品、ギフトパック（贈答品の余剰

等）、調味料各種、食用油、飲料（ジュース、コーヒー、紅茶）など 

※これまでは、１か月以上賞味期限があるものでしたが、次回からは２か月以上賞

味期限が残っているものに変更になります 

 
＜受取り窓口＞ 

柏市地域生活支援センターあいネット（就労準備支援室） 

柏市柏5-2-17 ＴＥＬ：04（7162）5933  

※月・木・金10時～17時 火17時～21時 水13時～17時 

 

＜お問い合わせ＞ 

フードバンクちば ＴＥＬ：043-375-6804 
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